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　正解者の中から抽選で「県有施設の無
料ご招待券（２枚組み）」などを各５人に
プレゼントします

クロスワードパズル

３月号の答えは「ヒナマツリ（ひな祭り）」でした。応募総数は1,341通でした。
たくさんのご応募・ご意見をありがとうございました。

※１部当たりの制作費は約3円です
古紙配合率70%以上、白色度70％程度の再生紙使用

クロスワードパズルへの応募
はがき・メールを紹介します

※掲載された人には、ぐんまちゃん
のぬいぐるみをプレゼントします

※「群馬プレデスティネーションキャンペーンガイドブック」や「ググっとぐんま公式サイト」（https://
gunma-dc.net/）などに掲載されているイベントの中から紹介します。詳しくはお問い合わせください
※内容が変更になることがあります。お出掛けの際はご確認ください
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答え：Ａ～Fを順番に並べると？
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※この広報紙は、毎月第１日曜日に新聞折り込みでお届けしています。県庁県民センター、県行政県税事務所、県立博物館・美術館・病院、市役所・町村役場、群馬銀行、東和銀行、
農協、郵便局（簡易郵便局を除く）、フレッセイ、セブン -イレブン、ファミリーマート、とりせん、イオンモール太田、ベイシア、アゼリアモールにも置いてあります

◆自動車大国の群馬は、どこへ行
くにも車が必需品ですが、運転が
できなくなったときのことを考え
ると、とても不安です。
　バスの使い勝手が良くなって、
便利に乗れるようになることを期
待しています。
 （下仁田町　54歳）

◆３月号の特集で県公式アプリ
「ぐんま乗換コンシェルジュ」が
できたことを知りました。
　バスに乗るときは前もってバス
停に行き、時刻表をメモして利用
していましたが、今後はスマート
フォンで検索できるので、便利に
なると思います。
 （前橋市　63歳）

　ずっとため続けていたレシ
ートを、最近ようやく整理す
ることができました。趣味に
使ったお金が思いの外大きな
額になってしまい、後悔はし
ていませんが、もっと小まめ
に整理してお金の使い方をチ
ェックすれば良かったと反省
しています。
　個人の消費もそうですが、
県の事業についてもお金の
使い道を知ることは大切です。
特集では、県が今年度取り組
む重点・新規事業とその予算
について紹介していますので、
皆さんが群馬で暮らす中で県
税などがどのように役立てら
れるのか、ぜひ確かめてみて
ください。 （見城）

たてのかぎ
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順位が一番後ろ、または下であること
多人数で混み合っていること。人混み
じゃんけんで、はさみを表す手の型
働き過ぎて疲れること
しびれること。また本来の活発な動きや働
きが鈍くなること。交通が○○する
お清めに○○をまく

よこのかぎ
１
３
５
６
７
９

入国を許可する旨の旅券の裏書。入国査証
物の包み込まれた中側。福は○○
裕福でぜいたくな様子を表す英語
桃栗三年、○○八年
真っすぐ後ろ
王の座席。または王の位

応募方法　はがき、ファクス、Ｅメールまたは「ぐ
んま電子申請受付システム」。①パズルの答え ②
郵便番号 ③住所 ④氏名（ふりがな） ⑤年齢 ⑥今
月のぐんま広報へのご意見・ご感想 ⑦希望の賞
品名を書いてください（Ｅメールは件名に「クロ
スワードパズル４月」と記入してください）
応募先
・ はがき　〒371-8570 広報課クロスワードパズル係
・ファクス　027-243-3600
・ Ｅメール　crossword@pref.gunma.lg.jp
・ 電子申請　http://www.shinsei.elg-
front.jp/gunma/navi/index.html
※スマートフォン（Android５以上 
およびｉＯＳ５以上）用のＵＲＬは 
右図から読み取れます
応募期限　4月17日（水）消印有効
※ファクス、Ｅメール、電子申請は17日送信分まで
賞品　次の中から希望のものを一つ明記してください
近代美術館、館林美術館、歴史博物館、自然史博物館、土
屋文明記念文学館、日本絹の里、カネコ種苗ぐんまフラワー
パーク、ぐんま天文台、ぐんま昆虫の森、ぐんまちゃんトー
トバッグ、ぐんまちゃんグッズ、ザスパクサツ群馬（６月１
日FC東京U-23戦）、群馬ダイヤモンドペガサス（今シーズ
ンホームゲーム共通）、群馬交響楽団定期演奏会（６月22日）
※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせ
ていただきます

名称 日程・時間 会場 内容 費用 問い合わせ先

赤城南面千本桜
まつり

４月21日（日）まで
午前８時～午後９時30分
※開花状況により日程を
変更する場合があります

赤城南面千本桜
（前橋市苗ケ島町）

樹齢60年以上のソメイヨ
シノ約千本が咲く、約1.3
㌔のサクラのトンネルです

無料
※駐車料金500
円がかかります

前橋観光コンベンシ
ョン協会
☎ 027-235-2211
F 027-235-2233

おおた芝桜
まつり

５月６日（月）まで
午前９時～午後５時

八王子山公園
（太田市上強戸町）

園内約2.4㌶が芝桜で彩ら
れ「花のじゅうたん」が
現れます。各種イベント
も開催されます

無料
※駐車料金500
円がかかります

八王子山公園
☎・F 0276-37-3434

名勝「吾妻峡」
新緑ウオーキング ４月中旬～５月下旬 吾妻峡

（東吾妻町三島・松谷）

４月中旬のミツバツツジ、５
月の美しい新緑が訪れる人を
魅了します。ガイドは要予約

無料
東吾妻町観光協会
☎ 0279-70-2110
F 0279-25-7135

ノルンみなかみ
フラワーガーデン
すいせん祭り

４月20日（土）～５月19日（日）
午前８時30分～午後４時

ノルン水上スキー場
（みなかみ町寺間）

北関東最大級のスイセン
園です。約90種・100万
株のスイセンが咲き誇る
様子は圧巻です

一般＝ 500 ～
1,200円、小学
生以下＝無料
※開花状況によ
り異なります

ノルン水上スキー場
☎ 0278-72-6688
F 0278-72-6660

藤岡ふじまつり ４月22日（月）～５月６日（月）
午前９時～午後９時

ふじの咲く丘・ふじ
ふれあい館（いずれ
も藤岡市藤岡）

物産市などが行われ、日
没後は約250㍍の藤棚が
ライトアップされます

無料
藤岡市商工観光課
☎ 0274-40-2317
F 0274-24-4414
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発行：群馬県広報課　〒371-8570　前橋市大手町1-1-1　☎ 027-226-2162　FAX 027-243-3600
県ホームページ　http://www.pref.gunma.jp/　※右図から読み取れます

No.359

県　人　口： 1,945,990人
対　前　月： -1,207人
　　男　　： 961,337人
　　女　　： 984,653人
世　帯　数： 799,503世帯

４２０１９
群馬プレデスティネーションキャンペーンの情
報をお知らせしています。「ググっとぐんま公
式サイト」（ググっとぐんま観光宣伝推進協議
会ホームページ）https://gunma-dc.net/

（県移動人口調査：平成31年2月1日現在）

今月号には「群馬県議会だより 第 80号」が折り込まれています。ぜひご覧ください

　県総合計画に基づき、未来への投資を着実に進め、群馬らしさを活
い

かした豊かな
社会の実現に向けてしっかり取り組む予算として「ぐんまの未来実現予算」を編成
しました。

平成31年度群馬県予算

｢ぐんまの未来実現予算｣
７,５１１億円

予算の提案説明をする大澤正明知事

　今年度は、県政の羅針盤である県総合計画「はばたけ群馬プラン
Ⅱ
ツ ー

」の最終年度となります。今回の予算編成に当たっても、計画の
総仕上げを目指して全力で取り組むこととしました。
　特に、来春の開所に向けた群馬コンベンションセンター「Ｇメッ
セ群馬」の整備と、今年度の八ッ場ダム完成に向けた生活再建事業
について、引き続き着実に推進するとともに、近年、大規模な自然
災害が各地で起きていることから、国の緊急対策を積極的に活用し
た防災・減災対策を集中的に実施します。
　また県総合計画の三つの基本目標の実現に向けた取り組みを進めます。
　具体的には「地域を支え、経済・社会活動を支える人づくり」では、
藤岡特別支援学校高等部の新校舎の整備や、障害者の就労に向けた
取り組みの強化の他、東部児童相談所と一時保護所を整備し相談体

制の強化と、中央児童相談所の一時保護所の定員超過解消を進めます。
　「誰もが安全で安心できる暮らしづくり」では、認知症対策や高齢
者施設整備への支援などを拡充します。また防災ヘリコプターの早
期の運航再開を目指し、準備を進めます。
　「産業活力の向上・社会基盤づくり」では、来年４月から６月に開
催される群馬デスティネーションキャンペーン（群馬ＤＣ）に向け、
本年４月からプレＤＣを開催する他、外国人材の受け入れ増加に対
応するため、情報提供などを多言語で行う相談窓口を開設します。
　県民の皆さんが安心と幸せを実感でき、将来にわたって住み続け
たくなるような「魅力あふれる群馬」の実現を目指して、当初予算
の効果的な執行に全力で取り組みます。

重　点　施　策

１７０億９５２万円
　本県の優れた拠点性を活かし、県内産業のさらなる発展や新たな産業の
創出、女性・若者の雇用促進を図るため、来春の開所に向けて群馬コンベ
ンションセンター「Ｇメッセ群馬」の
整備を進めます。
　またコンベンションの県内への誘致
や広報活動を充実させる他、県内事業
者のコンベンション産業への参入支援
や、来県者の県内周遊を促進するため
の補助を新設するなど、経済効果を高
める取り組みを推進します。

　群馬の未来を担う子ども・若者や、地域の安
心を支える医師・看護職員・介護人材などを育
成する他、女性や障害のある人、高齢者、外国
人など誰もが活躍できるための施策を進めます。
【主な取り組み】
●東部児童相談所の移転整備
●医師等人材確保対策
●障害者の差別解消・雇 
用促進
●多文化共生総合相談
窓口の設置・運営

　自然災害に対する防災・減災対策や高齢者施
設などの整備への支援、認知症施策の推進、有
害鳥獣による農林業被害の軽減や市街地出没の
抑制を図るための取り組みなどを進めます。
【主な取り組み】
●緊急的な防災・減災対策
●防災航空体制の再整備
●高齢者施設等の整備へ
の支援
●認知症施策の推進
●有害鳥獣対策

　本県の観光資源の価値や魅力の発信、県産農
畜産物の販路拡大など、群馬の強みを活かした
産業振興を図ります。また道路交通網の整備や、
歴史文化遺産を活用した本県のイメージアップ
を推進します。
【主な取り組み】
●群馬デスティネーショ
ンキャンペーン
●交通まちづくり戦略
●農畜産物等輸出促進
● ぐんまの寺社魅力発掘・発信

１９１億８,８４７万円
　今年度の八ッ場ダム完成を見据え、
引き続きダム湖を中心とした生活再建
事業を着実に進め、地元の人たちが安
心して生活を送れるよう、道路や地域
振興施設などの整備を実施します。
　また吾妻地域の新しい観光資源とし
て多くの人に訪れてもらえるよう、川
原湯温泉の宿泊助成や周辺地域の観光
振興に努めます。

「Gメッセ群馬」の完成と新たな産業・雇用の創出 八ッ場ダム完成を見据えた生活再建の推進

地域を支え、経済・社会活動を
支える人づくり

誰もが安全で安心できる
暮らしづくり 産業活力の向上・社会基盤づくり
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Ｇメッセ群馬では展示会や大規模なコンサート
などの開催が期待される（JR高崎駅東口付近）

藤岡特別支援学校高等部
完成予想図 河川改修 観光キャンペーンの様子

建設が進む八ッ場ダム（31年２月）
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義務的経費
3,549
（47.3%）

退職手当
204(2.7％)

扶助費
328

（4.4%）

公債費
1,020

（13.6％）公共事業
874

（11.6%）

投資的経費
1,270
 （16.9%）

その他経費
2,692

（35.8%）

補助費等
2,113
 （28.1%）

その他
579

（7.7%）

その他の
投資的経費
396（5.3%）

歳    出

総額
7,511

学校の先生
などの人件費
1,285（17.1％）

県庁職員
などの人件費
426（5.7％）

警察官など
の人件費
286（3.8％）

県税
2,450

 （32.6%）

地方消費税
清算金
755

（10.1%）

（単位：億円）（単位：億円）

財政調整基金、
減債基金繰入金
89（1.2%）

その他
収入
583

（7.8%）

国庫支出金
855

（11.4%）

地方交付税
1,247

（16.6%）

うち臨時財政
対策債
416（5.5%）

うち防災・減災
緊急対策に係る
県債
149（2.0%）

地方譲与税等
407（5.4%）

県債
1,125

（15.0%）

自主財源
3,877
（51.6%）

依存財源
3,634

（48.4%）

総額
7,511

歳    入

地方交付税…いったん国が税として集め、その一定割合が地方公共団体に配
分されるお金

国庫支出金…使い道を決めて、国から支払われるお金
臨時財政対策債…地方交付税の不足分の一部を、いったん県で借金をして賄って

おくために発行する県債
地方譲与税…国税として集められ、国から県に譲渡されるお金

義務的経費…任意に削減することが困難な経費
投資的経費…将来にわたり使用される施設などの建設費
扶　助　費…生活保護費や児童手当など、住民福祉を支えるための経費
公　債　費…これまでに借り入れた県債の返済金と利子
補 助 費 等…負担金、補助金など、県から市町村や民間に対して交付され

る経費

※表示単位未満の四捨五入の関係で、合計と一致しない場合があります
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東部児童相談所　完成予想図
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妊
娠
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
を
開
設
し
、
新
た
に

夜
間
の
電
話
や
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
ま
た
必
要
に
応

じ
て
面
談
や
医
療
機
関
へ
の
受
診
の

付
き
添
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

多
様
な
人
材
の
活
躍
応
援

政策
5

藤
岡
特
別
支
援
学
校
整
備

10
億
５
８
８
万
円

　
現
在
、
仮
設
校
舎
で
生
徒
を
受
け

入
れ
て
い
る
高
等
部
に
つ
い
て
、
来

年
４
月
か
ら
の
使
用
に
向
け
て
新
校

舎
を
建
設
し
ま
す
。

多
文
化
共
生
総
合
相
談
窓
口

の
設
置
・
運
営

新
規

　
１
８
９
８
万
円

30
年
度
２
月
補
正
　
１
千
万
円

　
在
住
外
国
人
を
生
活
者
と
し
て
支

援
す
る
た
め
、
生
活
・
就
労
な
ど
に

関
す
る
情
報
を
提
供
し
、
多
言
語
で

相
談
に
応
じ
る
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

障
害
者
差
別
解
消
推
進
・
雇

用
促
進

一
部
新
規

　
２
億
６
８
０
６
万
円

　
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
解
消

す
る
た
め
、
障
害
へ
の
理
解
を
深
め

る
研
修
会
の
開
催
や
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク

の
普
及
啓
発
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
促
進

の
た
め
、
就
労
先
・
実
習
先
を
開
拓

す
る
他
、
農
業
分
野
へ
の
就
労
を
進

め
る
た
め
、
農
業
者
と
障
害
者
施
設

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
相
談
窓
口

を
設
置
す
る
Ｊ
Ａ
を
支
援
し
ま
す
。ヘルプマークの使用例

安
全
な
暮
ら
し
実
現

政策
6

緊
急
的
な
防
災
・
減
災
対
策

３
４
６
億
９
４
０
万
円

　
局
地
的
豪
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
る

自
然
災
害
の
未
然
防
止
・
被
害
軽
減

を
図
る
た
め
、
国
の
緊
急
対
策
を
積

極
的
に
活
用
し
て
、
水
害
・
土
砂
災

害
対
策
や
道
路
防
災
な
ど
の
取
り
組

み
を
集
中
的
に
実
施
し
ま
す
。

防
災
航
空
体
制
の
再
整
備

８
５
１
０
万
円

　
県
警
察
や
他
県
と
連
携
し
、
県
内

の
防
災
航
空
体
制
を
維
持
し
な
が
ら

防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
新
機
体
を
導

入
（
30
年
度
２
月
補
正
　
債
務
負
担

行
為
29
億
５
６
４
７
万
円
）
し
、
体

制
の
再
整
備
を
行
い
ま
す
。

　　　

今
年
度
は
、
県
総
合
計
画
「
は
ば

た
け
群
馬
プ
ラ
ン
Ⅱ
」（
28
〜
31
年

度
）
の
最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら

三
つ
の
基
本
目
標
「
地
域
を
支
え
、

経
済
・
社
会
活
動
を
支
え
る
人
づ
く

り
」「
誰
も
が
安
全
で
安
心
で
き
る

暮
ら
し
づ
く
り
」「
産
業
活
力
の
向

上
・
社
会
基
盤
づ
く
り
」
の
実
現
に

験
者
向
け
の
研
修
を
実
施
す
る
市
町

村
を
支
援
し
た
り
、
技
能
実
習
生
な

ど
の
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
研
修

を
実
施
し
た
り
し
ま
す
。
さ
ら
に
保

育
人
材
確
保
の
た
め
、
高
校
生
が
幼

児
教
育
・
保
育
の
現
場
な
ど
を
見
学

・
体
験
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
す

る
他
、
現
在
保
育
士
と
し
て
勤
務
し

て
い
な
い
人
を
対
象
に
、
就
職
ニ
ー

ズ
の
掘
り
起
こ
し
の
た
め
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

交
流
・
移
住
・
定
着
促
進

政策
3

ぐ
ん
ま
暮ぐ

ら
し
支
援

一
部
新
規
　
４
６
２
０
万
円

　
移
住
希
望
者
の
現
地
訪
問
を
促
す

イ
ベ
ン
ト
を
都
内
で
開
催
し
ま
す
。

ま
た
都
内
に
設
置
し
た
「
ぐ
ん
ま
暮

ら
し
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
移
住
・
就

職
に
関
す
る
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
対
応
す
る
な
ど
、
本
県
へ
の
移
住

を
促
進
し
ま
す
。

わ
く
わ
く
ぐ
ん
ま
生
活
実
現

支
援

新
規

　
３
億
８
８
４
２
万
円

　
東
京
圏
か
ら
の
移
住
を
促
進
す
る

た
め
移
住
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。

ま
た
県
内
企
業
の
求
人
情
報
サ
イ
ト

を
開
設
し
移
住
者
と
中
小
企
業
な
ど

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
行
っ
た
り
、

地
域
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し
て
新

た
に
起
業
す
る
人
に
対
し
て
支
援
金

を
交
付
し
た
り
し
ま
す
。

家
族
の
理
想
実
現

政策
4

東
部
児
童
相
談
所
の
移
転
整
備

９
億
９
２
１
５
万
円 

　
東
部
児
童
相
談
所
を
移
転
整
備
し

て
、
相
談
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ま
た
県
内
２
カ
所
目
と
な
る
一
時
保

護
所
を
新
た
に
併
設
し
、
中
央
児
童

相
談
所
一
時
保
護
所
の
定
員
超
過
を

向
け
、
計
画
に
掲
げ
た
13
の
政
策
に

限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
・
効
率
的

に
配
分
し
、
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
国
が
防
災
・
減
災
の
緊
急

対
策
の
た
め
に
創
設
し
た
、
財
政
的

に
有
利
な
県
債
を
活
用
す
る
な
ど
、

歳
入
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　31
年
度
予
算
に
お
け
る
重
点
事
業

や
新
規
事
業
な
ど
、
主
な
も
の
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

31
年
度
予
算
の
概
要

基
本
目
標
❶

基
本
目
標
❶

地
域
を
支
え
、
経
済
・
社
会

活
動
を
支
え
る
人
づ
く
り

基
本
目
標
❷

誰
も
が
安
全
で
安
心
で
き
る

暮
ら
し
づ
く
り
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高
齢
者
講
習
等
管
理
シ
ス
テ

ム
整
備

新
規

　
３
７
９
万
円

　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
自
動
車
運

転
免
許
更
新
に
つ
い
て
、
県
警
察
と

教
習
所
が
連
携
し
、
認
知
機
能
検
査

・
高
齢
者
講
習
の
日
時
な
ど
を
あ
ら

か
じ
め
通
知
す
る
こ
と
で
、
免
許
の

更
新
が
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
し
ま
す
。

医
療
・
福
祉
連
携
に
よ
る

優
し
い
ぐ
ん
ま
推
進

政策
7

高
齢
者
施
設
等
の
整
備
へ
の

支
援一部

新
規

　
26
億
１
２
５
９
万
円

　
要
介
護
者
や
認
知
症
高
齢
者
の
増

加
に
対
応
す
る
た
め
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
整
備
を
推
進

し
ま
す
。

　
ま
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
ベ

ッ
ド
が
複
数
あ
る
大
部
屋
に
お
け
る

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
間
仕

切
り
を
設
置
す
る
な
ど
の
改
修
を
支

援
し
、
利
用
者
の
居
住
環
境
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

認
知
症
施
策
の
推
進

一
部
新
規

　
５
８
７
９
万
円

　
介
護
支
援
専
門
員
な
ど
の
配
置
に

よ
り
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の

相
談
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

若
年
性
認
知
症
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
設
置
箇
所
を
拡
充
す
る
な
ど
、

認
知
症
施
策
の
さ
ら
な
る
推
進
を
図

り
ま
す
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
の

推
進

一
部
新
規
　
６
３
８
万
円

　
子
ど
も
食
堂
や
無
料
学
習
塾
な
ど

の
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
へ
の
支

援
を
進
め
る
た
め
、
必
要
な
食
材
や

人
材
な
ど
の
ニ
ー
ズ
と
支
援
を
マ
ッ

チ
ン
グ
さ
せ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
し
ま
す
。

内
視
鏡
手
術
用
支
援
機
器（
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
）
導
入

新
規

　
４
億
５
０
７
３
万
円

　
安
全
・
安
心
か
つ
身
体
へ
の
負
担

が
少
な
い
最
先
端
の
治
療
を
提
供
す

る
た
め
、
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
手

術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
ま
す
。

優
れ
た
群
馬
の
環
境
の

保
全
・
継
承

政策
8

有
害
鳥
獣
対
策

一
部
新
規

　
８
億
４
６
７
１
万
円

　
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
の
有
害
鳥

獣
に
よ
る
農
林
業
被
害
の
軽
減
や
市

街
地
出
没
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
鳥

獣
保
護
区
内
で
の
捕
獲
や
侵
入
防
止

柵
の
設
置
支
援
、
有
害
鳥
獣
の
移
動

経
路
と
な
っ
て
い
る
河
川
の
伐
木
・

刈
り
払
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た

研
修
会
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
捕
獲

技
術
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

住民主体の侵入防止柵の設置

地
域
住
民
が
と
も
に
助
け

合
う
「
地
域
力
」
強
化

政策
9

消
防
団
員
確
保
対
策

一
部
新
規

　
１
５
６
万
円

　
消
防
団
員
の
減
少
が
続
く
中
、
近

年
増
加
傾
向
に
あ
る
学
生
団
員
を
さ

ら
に
増
や
す
た
め
、
県
内
３
大
学
の

学
園
祭
に
消
防
団
員
募
集
ブ
ー
ス
を

設
置
し
ま
す
。
ま
た
女
性
団
員
の
交

流
の
機
会
と
な
る
研
修
会
を
開
催
す

る
こ
と
で
活
性
化
を
図
り
、
女
性
の

入
団
促
進
に
つ
な
げ
ま
す
。

群
馬
の
未
来
を
見
据
え
た

経
済
・
雇
用
戦
略
の
展
開

政策
10

「
群
馬
に
外
国
人
材
を
呼
び

込
む
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

新
規

　
１
６
２
７
万
円

　
新
た
な
在
留
資
格
が
創
設
さ
れ
る

な
ど
外
国
人
材
が
増
加
す
る
中
、
留

学
生
・
技
能
実
習
生
な
ど
の
実
態
調

査
や
受
け
入
れ
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
な

ど
の
市
町
村
向
け
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
留
学
生
な
ど
を
対
象
と
し
た

合
同
企
業
説
明
会
を
都
内
で
開
催
し

ま
す
。

農
畜
産
物
等
輸
出
促
進

一
部
新
規

　
４
５
４
０
万
円

　
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）

と
連
携
し
て
農
畜
産
物
の
輸
出
取
引

の
拡
大
に
向
け
た
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
バ
イ
ヤ
ー
の
招
へ
い
や
香
港

で
の
飲
食
店
向
け
フ
ェ
ア
の
開
催
に

よ
り
販
路
の
開
拓
に
取
り
組
み
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
導
入
促
進

一
部
新
規

　
３
２
２
５
万
円

　
製
造
現
場
や
サ
ー
ビ
ス
現
場
へ
の

ロ
ボ
ッ
ト
導
入
を
支
援
し
ま
す
。
今

年
度
は
、
導
入
に
必
要
と
な
る
構
想

設
計
（
事
前
計
画
）
に
係
る
費
用
の

一
部
を
新
た
に
補
助
し
ま
す
。

群
馬
の
産
業
の
強
み
を

活
か
す
戦
略

政策
11

群
馬
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
群
馬
Ｄ
Ｃ
）

１
億
１
９
８
８
万
円

　
来
年
４
月
か
ら
６
月
に
本
県
で
開

催
さ
れ
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
群
馬
Ｄ
Ｃ
）
に
向
け
、
本
年
４
月

か
ら
６
月
に
プ
レ
Ｄ
Ｃ
を
開
催
す
る

な
ど
広
報
宣
伝
、
誘
客
対
策
、
受
け

入
れ
体
制
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

制
度
融
資

一
部
新
規
　
２
８
４
億
８
６
３
６
万
円

　
県
内
に
お
け
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

の
開
催
や
群
馬
Ｄ
Ｃ
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
機
に
、

設
備
投
資
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
む
中
小
企
業
な
ど

を
資
金
面
か
ら
支
援
し
ま
す
。

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

た
市
町
村
支
援

新
規

　
６
４
４
０
万
円

　
新
し
く
設
け
ら
れ
た
国
の
森
林
環

境
譲
与
税
を
財
源
と
し
て
、
市
町
村

が
実
施
す
る
森
林
経
営
管
理
制
度
に

よ
る
森
林
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

ぐ
ん
ま
の
木
で
家
づ
く
り
支
援

一
部
新
規

　
２
億
７
９
４
０
万
円

　
県
産
木
材
の
利
用
を
促
進
す
る
た

め
「
ぐ
ん
ま
優
良
木
材
」
を
使
用
し

た
住
宅
の
建
設
に
助
成
し
ま
す
。
今

年
度
は
新
た
に
２ツ

ー

×バ
イ

４フ
ォ
ー

工
法
を
用
い

た
住
宅
に
も
助
成
し
ま
す
。

蚕
糸
業
の
活
性
化

一
部
新
規

　
４
億
６
６
５
６
万
円絹糸が光る遺伝子組換えカイコの繭

　
本
県
の
伝
統
産
業
で
あ
る
蚕
糸
業

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
遺
伝
子
組

換
え
カ
イ
コ
を
実
用
化
す
る
た
め
の

研
究
や
人
工
飼
料
製
造
施
設
の
機
能

を
強
化
し
ま
す
。

豊
か
な
文
化
・
魅
力
を

活
か
し
た
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

政策
12

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
等
推
進

新
規

　
９
４
９
８
万
円

昨年度行われた東京 2020 オリンピック・パラリンピック
フラッグ歓迎イベント

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
う
聖
火
リ
レ
ー
を

実
施
す
る
他
、
事
前
合
宿
地
と
な
る

市
町
村
が
行
う
相
手
国
と
の
交
流
事

業
を
支
援
し
ま
す
。

世
界
遺
産
登
録
５
周
年
記
念

新
規

　
１
９
５
万
円

　
６
月
に
世
界
遺
産
登
録
５
周
年
を

迎
え
る
「
富
岡
製
糸
場
と
絹
産
業
遺

産
群
」
に
関
連
し
た
記
念
式
典
な
ど

を
開
催
し
、
世
界
遺
産
へ
の
関
心
を

高
め
る
た
め
の
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。

戦
略
的
文
化
芸
術
創
造

一
部
新
規

　
６
０
０
０
万
円

　
群
馬
交
響
楽
団
な
ど
本
県
な
ら
で

は
の
文
化
資
源
を
活
用
し
、
９
月
に

オ
ー
プ
ン
予
定
の
高
崎
芸
術
劇
場
で

の
コ
ン
サ
ー
ト
や
富
岡
製
糸
場
を
会

場
に
し
た
「
世
界
遺
産
劇
場
」
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

ぐ
ん
ま
の
寺
社
魅
力
発
掘
・

発
信

新
規

　
３
１
３
８
万
円

　
本
県
の
近
世
寺
社
の
魅
力
を
発
信

す
る
た
め
の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

群
馬
Ｄ
Ｃ
に
向
け
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ア
プ

リ
を
作
成
し
ま
す
。

群
馬
の
未
来
を
支
え
る

社
会
基
盤
づ
く
り

政策
13

交
通
ま
ち
づ
く
り
戦
略

一
部
新
規

　
２
億
２
７
２
８
万
円

　
自
動
車
以
外
の
移
動
手
段
も
選
択

で
き
る
社
会
へ
の
転
換
を
図
る
た
め
、

県
内
路
線
バ
ス
へ
の
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
の
導
入
支
援
や
路
線
バ
ス
の
自

動
運
転
実
証
実
験
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
（
バ
ス

高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）
の
構
想
調
査

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

自動運転の実証実験車両（群馬大学所有）

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

２
４
１
億
５
４
６
６
万
円

　
高
速
交
通
網
の
効
果
を
最
大
限
に

活
か
す
た
め
、
引
き
続
き
上
信
自
動

車
道
や
西
毛
広
域
幹
線
道
路
な
ど
の

「
７
つ
の
交
通
軸
」
の
整
備
・
強
化

を
重
点
的
に
進
め
ま
す
。

基
本
目
標
❸

産
業
活
力
の
向
上
・

社
会
基
盤
づ
く
り
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○ファクスによる問い合わせは、県庁広報課（027-243-3600）へINFORMATION
インフォメーション ○問い合わせの際は、番号を間違えないようにお願いします

○ HPはぐんま広報ホームページ版（http://www.pref.gunm 
a.jp/cate_list/ct00001205.html）をご覧ください

凡　例 日 日程・時間 休 休館日 所 場所 内 内容
対 対象・資格 ￥ 費用 他 その他 申 申込先
問 問い合わせ先 定 定員（先 先着　抽 抽選　選 選考）
受 受付・申込期間（必 必着　消 消印有効）

県議会議員選挙
投 票 日  ４月７日（日）

投票開始時刻  午前７時

他　詳しくは、HPをご覧ください
問　県選挙管理委員会（☎027-226-2219）、各市町村選挙管理委員会

市町村（長・議会議員）選挙
投 票 日  ４月21日（日）

投票開始時刻  午前７時
期日前投票  

・市（長・議会議員）選挙 ……４月15日（月）～20日（土）
・町村（長・議会議員）選挙 …４月17日（水）～20日（土）

※市町村（長・議会議員）選挙は、県内24市町村で実施されます
※ 投票日当日の終了時刻、期日前投票ができる期間および場所、
　時間などは投票所によって異なります。
　詳しくは、住所地の市町村選挙管理委員会にご確認ください

　有権者の皆さん一人一人が、１票を大切に、よく考えて投票しましょう。
　投票日当日、仕事や旅行などで投票に行くことができない人は、市役所・町村役場などで期日前投票をすることができます。

投票に行こう　～私たちの暮らしにつながる政治の第一歩～

天皇陛下の御即位三十年記念植樹
　天皇陛下の御即位三十年を記念して、記念植樹を行います。
日　４月29日（月）　午前10時30分
所　県立敷島公園（前橋市敷島町）
内　敷島公園まつり会場内で、大澤知事ら関係者による記念植樹
他　緑の募金に協力した人を対象に、ブルーベリーなど600本の苗木配
布を行います。苗木配布は午前11時、午後１時開始予定
問 　県庁緑化推進課（☎027-226-3272）

緑化センター「みどりの集い」
日　５月４日（土）　午前10時～午後１時30分　※雨天決行
所　県緑化センター（邑楽町中野）
内　苗木などの配布会や樹木医による樹木観察教室、ネイチャークラフト
などの体験教室、花木・木製品・地元農作物の販売など
￥　無料
申し込み方法 当日、会場に直
問 　県緑化センター（☎0276-88-7188）

緑あふれる県土づくり　緑化運動推進期間
　４月１日から５月31日までは緑化運動推進期間です。期間中は、各地域で苗木配布会などの緑化行事を開催します。詳しくは、市役所・町村役場、
県森林環境事務所、県森林事務所にお問い合わせください。

日　４月27日（土）　午前10時～午後3時
所　黒井峯遺跡（渋川市中郷）
内　バーチャルリアリティー（ＶＲ）の世界で黒井峯遺跡を再現するア
プリ「黒井峯タイム
トラベル」を利用し
た現地説明会、地元
グルメの出店、木曽
馬乗馬体験、熱気球
搭乗体験など
￥　無料
申し込み方法
当日、会場に直
問 　県庁文化振興課
（ ☎027-226-25 
25）

　吾妻郡６町村の花の名所が一目で分かるマップや花暦、４月から６月
のそれぞれのお薦め観光スポットを紹
介したガイドブックを作成しました。
　インスタグラムを使った「インスタフ
ォトラリー」の参加方法も掲載してい
ます。ぜひご覧ください。
配布場所 吾妻郡内の町村役場・観光
協会・道の駅、県吾妻行政県税事務所
など
他　ガイドブックに掲載したスポットを
撮影して投稿すると、草津・四万・万座
温泉などの宿泊補助券が抽選で当たりま
す。詳しくは、HPをご覧ください
問 　県吾妻行政県税事務所（☎0279-
75-3301）

気分は古墳時代
黒井峯遺跡ＶＲアプリ体験イベント

群馬あがつま　花めぐりトラベルガイド＆
インスタフォトラリー

アプリで再現された古墳時代の様子

申し込み方法など
直 直接・持参　　郵 郵送　　☎  電話　　 E  Eメール　　 F  ファクス
〒 郵便番号　　　フ フリーダイヤル
シ  電子申請受付システム（http://www.shinsei.elg-front.jp/gunma/navi/index.html）

ぐんま広報　平成31年 4月 7日発行（5）
HPはぐんま広報ホームページ版をご覧ください（右図から読み取れます）

http://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html

視覚に障害がある人のために、「ぐんま広報」の点字版、テープ版およびCD版（デイジー）を発行しています。希望する人は、県広報課（☎027-226-2162）までお問い合わせください

５
月
は
自
動
車
税
の
納
期
で
す

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
、

運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の

所
有
者
に
課
税
と
な
り
ま
す
。

　
５
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書

に
よ
り
、納
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

納
期
限
　
５
月
31
日
㈮

納
税
場
所
等
　
県
内
の
金
融
機
関
、
郵
便

局
、
県
自
動
車
税
事
務
所
、
県
行
政
県
税

事
務
所
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

「P

ペ

イ

ジ

ー

ay-easy

」
対
応
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
・
モ
バ
イ
ル
バ
ン
キ
ン
グ
・

現
金
自
動
預
払
機
（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）、「Y

ヤ

フ

ー

ahoo!

　

公
金
支
払
い
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
税

※
詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
ま
た
は
HP
を

ご
覧
く
だ
さ
い

他・
口
座
振
替
納
税
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、
５
月
31
日
㈮
が
引
き
落
と
し
日
と
な

り
ま
す
。
事
前
に
預
金
残
高
を
必
ず
ご
確

認
く
だ
さ
い

※
こ
れ
か
ら
申
し
込
む
場
合
は
、
翌
年
度

の
納
税
か
ら
利
用
で
き
ま
す

・
軽
自
動
車
、
バ
イ
ク
に
は
軽
自
動
車
税

が
課
税
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
役

所
・
町
村
役
場
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
　
県
自
動
車
税
事
務
所
（
☎
０
２
７
・

２
６
３
・
４
３
４
３
）、
県
行
政
県
税
事

務
所「

ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ
」
宝
く

じ
販
売
中

販
売
期
間
　
４
月
26
日
㈮
ま
で

抽
せ
ん
日
　
５
月
10
日
㈮

種
類
・
当
せ
ん
金

○
ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

・
１
等
…
３
億
円
、
13
本

・
１
等
の
前
後
賞
…
１
億
円
　
な
ど

○
ド
リ
ー
ム
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ

・
１
等
…
３
千
万
円
、
30
本

・
１
等
の
前
後
賞
…
１
千
万
円
　
な
ど

価
格
　
１
枚
３
０
０
円

他
　
県
内
で
販
売
さ
れ
た
宝
く
じ
の
売
上

金
の
約
40
％
が
県
に
納
め
ら
れ
、
子
育
て

支
援
や
医
療
・
介
護
の
充
実
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

宝
く
じ
は
ぜ
ひ
県
内
で
お
買
い
求
め
く
だ

さ
い

問
　
県
庁
財
政
課（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・

２
０
９
４
）

横
断
歩
道
に
お
け
る
歩
行
者
優

先
の
徹
底
に
つ
い
て

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
へ
　
横
断
歩
道

を
通
過
す
る
際
は
、
進
路
前
方
に
歩
行
者

な
ど
が
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
を

除
き
、
横
断
歩
道
の
直
前
で
停
止
で
き
る

速
度
で
走
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
横
断
歩
道
を
横
断
中
ま
た
は
横
断
し
よ

う
と
す
る
歩
行
者
が
い
る
場
合
に
は
、
必

ず
一
時
停
止
し
て
横
断
さ
せ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
横
断
歩
道
の
手
前
で
停
止
し
て
い

る
車
両
の
横
を
通
過
す
る
と
き
は
、
一
時

停
止
し
て
歩
行
者
の
横
断
の
有
無
を
確
か

め
ま
し
ょ
う

歩
行
者
の
み
な
さ
ん
へ

　
道
路
を
横
断
す

る
と
き
は
、
横
断
歩
道
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
車
両
が
通
過
す
る
直
前
や
直
後
の
横
断

は
大
変
危
険
で
す
。
安
全
確
認
を
怠
ら
ず

に
余
裕
を
も
っ
て
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

　
斜
め
に
横
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
交
差

点
を
除
い
て
は
、
道
路
を
斜
め
に
横
断
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
標
識
に
よ
り
横
断
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
道
路
は
、
横
断
で
き
ま
せ
ん

問
　
県
警
察
本
部
交
通
企
画
課
（
☎
０
２

７
・
２
４
３
・
０
１
１
０
内
線
５
０
４
２
）

ご
利
用
く
だ
さ
い

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
業
・
自
立

を
応
援
し
ま
す

　
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
保
護
者
な

ど
が
就
業
に
よ
り
自
立
す
る
こ
と
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

日
　
月
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
　
祝
日

相
談
内
容
　
就
業
相
談
、
求
人
情
報
の
提

供
・
職
業
紹
介
、
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
、
養
育
費
に
関
す
る
相
談
な
ど

対
　
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
・

父
・
20
歳
未
満
の
子
ど
も
お
よ
び
寡
婦

※
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
は
、
児

童
扶
養
手
当
受
給
者
に
限
り
ま
す

※
離
婚
を
考
え
て
い
る
人
の
養
育
費
に
関

す
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

￥
　
無
料

相
談
方
法
　
☎
、
直

相
談
先
・
問

　
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
前
橋
市
新
前
橋
町
　

県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会
内

　
☎
０
２

７
・
２
５
５
・
６
６
３
６
）

ぐ
ん
ま
新
技
術
・
新
製
品
開
発

推
進
補
助
金

　
県
で
は
、
県
内
中
小
企
業
者
の
新
技
術

や
新
製
品
の
開
発
を
支
援
す
る
た
め
、
開

発
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

【
次
世
代
産
業
推
進
型
】

内
　
次
世
代
自
動
車
産
業
、
ロ
ボ
ッ
ト
産

業
、
医
療
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
、
環
境
・

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に
お
け
る
新
技
術
・

新
製
品
開
発
を
支
援

補
助
限
度
額

　
１
件
当
た
り
８
０
０
万
円

以
内

補
助
率

　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

対
　
県
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ
る
中
小

企
業
者

【
航
空
宇
宙
産
業
推
進
型
】

内
　
航
空
宇
宙
産
業
に
お
け
る
新
技
術
・

新
製
品
開
発
を
支
援

補
助
限
度
額
　
１
件
当
た
り
６
０
０
万
円

以
内

補
助
率
　
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内

対
　
県
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ
る
中
小

企
業
者

【
市
町
村・県
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
支
援
型
】

内
　
県
と
県
内
の
市
町
村
が
連
携
し
て
、

企
業
の
新
技
術
・
新
製
品
開
発
を
支
援

共
同
実
施
市
町
村
　
県
内
の
全
て
の
市
お

よ
び
一
部
の
町
村

※
詳
し
く
は
、
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い

お
知
ら
せ

４
月
１
日
か
ら
県
の
組
織
が
変

わ
り
ま
し
た

　
新
た
な
県
政
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、

未
来
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に

推
進
す
る
た
め
の
組
織
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
環
境
森
林
部
」
の
再
編
　「
林
業
県
ぐ

ん
ま
」
の
実
現
に
向
け
、
林
業
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
部
内

の
組
織
体
制
を
再
編
し
「
森
林
環
境
部
」

に
改
称
し
ま
し
た
。

　
林
業
の
成
長
産
業
化
と
森
林
資
源
の
適

切
な
管
理
を
図
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
森

林
経
営
管
理
制
度
の
早
期
定
着
に
向

け
、
林
政
課
に
「
経
営
管
理
室
」
を
設
置

し
ま
し
た
。

　
ま
た
多
様
化
す
る
環
境
問
題
に
適
切
に

対
応
し
、
引
き
続
き
施
策
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
、
部
内
に
「
環
境
局
」
を
設
置

し
ま
し
た

「
ス
ポ
ー
ツ
局
」
の
設
置

　
国
民
体
育
大

会
の
開
催
に
向
け
た
準
備
な
ど
を
着
実
に

進
め
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施
策
を
さ

ら
に
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
生
活
文

化
ス
ポ
ー
ツ
部
に
「
ス
ポ
ー
ツ
局
」
を
設

置
し
ま
し
た

「
外
国
人
活
躍
推
進
課
」
の
設
置

　
今

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
外
国
人
材
に
つ
い
て
、
県
内
へ
の
受

け
入
れ
促
進
や
共
生
の
た
め
の
環
境
を
整

備
す
る
た
め
、
県
の
一
元
的
な
窓
口
と
し

て
、
企
画
部
に
「
外
国
人
活
躍
推
進
課
」

を
設
置
し
ま
し
た

「
防
災
航
空
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
　
防
災

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
運
航
再
開
に
向
け
た
安

全
運
航
体
制
の
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、受
援
体
制
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め
、

群
馬
ヘ
リ
ポ
ー
ト
内
に
「
防
災
航
空
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た

他
　
組
織
改
正
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
　
県
庁
総
務
部
総
務
課
（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
２
０
２
９
）

補
助
限
度
額
　
１
件
当
た
り
80
万
円
以
内

企
業
負
担
額
　
１
件
当
た
り
20
万
円
以
上

対
　
共
同
実
施
市
町
村
に
主
た
る
事
業
所

が
あ
る
中
小
企
業
者

【
共
通
事
項
】

受
　
５
月
10
日
㈮
ま
で

申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
請
用
紙

申
請
用
紙
入
手
先
　

HP

他
　
募
集
案
内
な
ど
詳
し
く
は
、
HP
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問・
次
世
代
産
業
推
進
型
に
つ
い
て
…
県
庁

次
世
代
産
業
課
（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・

３
３
５
４
）

・
航
空
宇
宙
産
業
推
進
型
、
市
町
村
・
県

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
支
援
型
に
つ
い
て
…

県
庁
工
業
振
興
課（
☎
０
２
７
・
２
２
６
・

３
３
５
２
）

募

　集

県
営
住
宅
入
居
者
定
期
募
集

入
居
可
能
日

　
７
月
１
日
㈪

所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・
家
賃

　

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

対
　
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

※
収
入
制
限
が
あ
り
ま
す

※
４
月
１
日
㈪
か
ら
単
身
者
の
入
居
が
可

能
と
な
り
ま
し
た

※
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
ま
た
は
HP
を
ご

覧
く
だ
さ
い

受
　
４
月
18
日
㈭
ま
で

申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場
所
　
県
住

宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
紅
雲
町
）、
県
庁
県

民
セ
ン
タ
ー
、
県
保
健
福
祉
事
務
所
、
県

土
木
事
務
所
、
市
役
所
・
町
村
役
場
な
ど

※
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
土
・
日
曜
日

も
配
布
し
ま
す

他
　
入
居
者
は
公
開
抽
選
で
選
定
し
ま
す

※
一
部
の
団
地
は
、
随
時
申
し
込
み
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

問
　
県
住
宅
供
給
公
社
（
☎
０
２
７
・
２

２
３
・
５
８
１
１
）

「
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会 

（
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
大
会
）」

選
手
選
考
記
録
会

　
10
月
12
日
㈯
か
ら
14
日
㈪
ま
で
茨
城
県

で
開
催
さ
れ
る
「
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」の
選
手
選
考
記
録
会
を
実
施
し
ま
す
。

種
目
・
期
日

・
水
泳
…
４
月
27
日
㈯

・
陸
上
競
技
…
５
月
12
日
㈰

対
　
31
年
４
月
１
日
現
在
13
歳
以
上
で
、

県
内
在
住
ま
た
は
県
内
の
施
設
に
入
所
し

て
い
る
肢
体
・
視
覚
・
聴
覚
・
内
部
（
ぼ

う
こ
う
・
直
腸
機
能
）
障
害
ま
た
は
知
的

障
害
の
あ
る
人

※
障
害
の
種
類
に
よ
っ
て
は
出
場
で
き
な

い
種
目
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
申
込
用

紙
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

￥
　
無
料

受・
水
泳
…
４
月
15
日
㈪
ま
で

・
陸
上
競
技
…
４
月
22
日
㈪
ま
で

申
し
込
み
方
法

　
所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
配
布
場
所

　
県
庁
県
民
セ
ン

タ
ー
、
市
役
所
・
町
村
役
場
、
県
保
健
福

祉
事
務
所
、
県
立
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
プ

ラ
ザ
（
伊
勢
崎
市
下
触
町
）、
県
立
ゆ
う

あ
い
ピ
ッ
ク
記
念
温
水
プ
ー
ル
（
渋
川
市

行
幸
田
）
な
ど

※
HP
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

他
　
水
泳
お
よ
び
陸
上
競
技
以
外
の
種
目

は
、
選
手
選
考
記
録
会
を
実
施
し
ま
せ
ん

問
　
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
☎
０
２

７
０
・
６
３
・
２
６
０
０
）

Ｆフ

ァ

イ

ン

ド

Ｉ
Ｎ
Ｄ

　
Ｇグ

ン

マ

Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ａ
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト

　「
ぐ
ん
ま
の
春
」
の
魅
力
を
写
真
共
有
ア 

プ
リ
「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
で
発
信
す
る

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

受
　
５
月
31
日
㈮
ま
で

賞
　
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
特
別
賞

※
入
賞
者
に
は
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す

応
募
方
法
　
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
県
広
報
課

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
「@

gunm
a_kouh



ぐんま広報　平成31年 4月 7日発行（6）

 クロスワードパズルの正解者の中から抽選で、ザスパクサツ群馬（６月１日ＦＣ東京Ｕ-23戦）、群馬ダイヤモンドペガサス（今シーズンホームゲ
ーム共通）、群馬交響楽団定期演奏会（６月22日）のチケット（２枚組み）をそれぞれ５人にプレゼントします。詳しくは８ページをご覧ください

ou_official

」
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
応
募
写 

真
に
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
「#

gunm
apics

」

を
付
け
、
撮
影
場
所
を
記
載
し
て
投
稿

※
募
集
要
項
に
記
載
し
た
事
項
の
全
て
に

承
諾
し
た
上
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い

他
　
詳
し
く
は
、
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
　
県
庁
広
報
課（
☎
０
２
７
・
８
９
７
・

２
６
９
５
）

農
林
大
学
校
ぐ
ん
ま
農
業
実
践

学
校
（
就
農
準
備
校
）
入
校
者

募
集

　
新
た
に
農
業
を
始
め
る
、
ま
た
は
始
め

て
間
も
な
い
人
を
対
象
と
し
た
研
修
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

課
程
　
野
菜
基
礎
技
術
課
程
お
よ
び
農
業

体
験
講
座

※
日
程
や
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
HP
を
ご

覧
く
だ
さ
い

所
　
県
立
農
林
大
学
校（
高
崎
市
箕
郷
町
）

受
講
料
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
、
保
険
料
な
ど
は
実
費
負
担

申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

申
込
用
紙
配
布
場
所
　
県
立
農
林
大
学

校
、
県
農
業
事
務
所
、
県
地
区
農
業
指
導

セ
ン
タ
ー

※
HP
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す

※
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
封
筒
の
表
に

｢

ぐ
ん
ま
農
業
実
践
学
校
申
込
用
紙
希

望
」、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
92
円
切
手
を
同
封
し
て
請
求
し
て

く
だ
さ
い

申
込
用
紙
請
求
・
問

　
県
立
農
林
大
学
校

（
〒
３
７
０
―
３
１
０
５

　
高
崎
市
箕
郷

町
西
明
屋
１
０
０
５
　
☎
０
２
７
・
３
７

１
・
３
８
４
１
）試

　験

県
職
員
採
用
Ⅰ
・
Ⅱ
類
試
験
お

よ
び
選
考
考
査
の
説
明
会

日
・
所
・
定

○
４
月
26
日
㈮

・
時
間
　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、

午
後
２
時
〜
４
時

・
会
場
　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

・
定
員
　
各
１
４
０
人
先

○
４
月
27
日
㈯

・
時
間
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

・
会
場
　
都
道
府
県
会
館
（
東
京
都
千
代

田
区
平
河
町
）

・
定
員
　
各
80
人
先

内
　
採
用
試
験
の
概
要
説
明
、
受
験
案
内

の
配
布
、
記
載
方
法
の
説
明
、
質
疑
応
答

な
ど

※
会
場
ご
と
の
内
容
は
、
午
前
・
午
後
と

も
同
じ
で
す

対
　
31
年
度
の
県
職
員
採
用
Ⅰ
・
Ⅱ
類
試

験
お
よ
び
選
考
考
査
の
受
験
予
定
者

￥
　
無
料

受
　
４
月
21
日
㈰
ま
で

申
し
込
み
方
法
　
シ

問
　
県
人
事
委
員
会
事
務
局
（
☎
０
２

７
・
２
２
６
・
２
７
４
５
）

県
職
員
採
用
選
考
考
査（
看
護
師
）

日・
考
査
日
　
６
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰
、
10

日
㈪

・
合
格
発
表
日
　
７
月
10
日
㈬

所
　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

採
用
予
定
日
　
31
年
10
月
１
日
、
32
年
４

月
１
日

対○
31
年
10
月
１
日
採
用
…
昭
和
53
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
、
看
護
師
免
許
を

取
得
し
て
い
る
人

○
32
年
４
月
１
日
採
用
…
次
の
全
て
に
該

当
す
る
人

・
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

・
看
護
師
免
許
を
取
得
し
て
い
る
、
ま
た

は
32
年
５
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
で

あ
る

受
　
４
月
18
日
㈭
〜
５
月
17
日
㈮

出
願
方
法
　
所
定
の
出
願
用
紙

受
験
案
内
・
出
願
用
紙
配
布
場
所
　
県
庁

県
民
セ
ン
タ
ー
、
県
庁
病
院
局
総
務
課
、

県
行
政
県
税
事
務
所
、
県
保
健
福
祉
事
務

所
、
県
東
京
事
務
所
（
東
京
都
千
代
田
区

平
河
町
）、
ぐ
ん
ま
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
家ち

」（
東
京
都
中
央
区

銀
座
）、
県
立
心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
（
前

橋
市
亀
泉
町
）、県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
（
太

田
市
高
林
西
町
）、
県
立
精
神
医
療
セ
ン

タ
ー
（
伊
勢
崎
市
国
定
町
）、
県
立
小
児

医
療
セ
ン
タ
ー
（
渋
川
市
北
橘
町
）

※
配
布
は
４
月
中
旬
か
ら

※
郵
送
を
希
望
す
る
人
は
、
１
４
０
円
分

の
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
封
筒
（
Ａ

４
サ
イ
ズ
の
書
類
が
入
る
も
の
）
を
同
封

し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い

他
　
詳
し
く
は
、
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い

受
験
案
内
・
出
願
用
紙
請
求
・
問

　
県
庁

病
院
局
総
務
課
（
〒
３
７
１
―
８
５
７
０
　

☎
０
２
７
・
２
２
６
・
２
７
１
７
）

公
立
学
校
教
員
採
用
試
験

日・
第
１
次
試
験
日
　
７
月
14
日
㈰

・
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日
　
８
月
６
日
㈫

・
第
２
次
試
験
日
　
８
月
下
旬
〜
９
月
上
旬

・
最
終
合
格
発
表
日
　
10
月
上
旬

職
種
　
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別

支
援
学
校
の
教
員
、
養
護
教
員

対
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
昭
和
35
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

・
教
員
は
教
員
免
許
、
養
護
教
員
は
養
護

教
諭
免
許
を
持
っ
て
い
る
、
ま
た
は
32
年

３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
で
あ
る

※
出
願
区
分
な
ど
詳
し
く
は
、
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い

受
　
４
月
25
日
㈭
〜
５
月
21
日
㈫

申
し
込
み
方
法

　
所
定
の
出
願
用
紙

募
集
要
項
・
出
願
用
紙
配
布
場
所
　
県
庁

県
民
セ
ン
タ
ー
、
県
行
政
県
税
事
務
所
、

県
教
育
事
務
所
、
県
東
京
事
務
所
（
東
京

都
千
代
田
区
平
河
町
）、
ぐ
ん
ま
暮ぐ

ら
し

支
援
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
千
代
田
区
有
楽

町
）、
県
大
阪
事
務
所
（
大
阪
府
大
阪
市

北
区
）

問
　
県
庁
学
校
人
事
課

・
小
・
中
学
校
の
教
員
、
養
護
教
員
…

☎
０
２
７
・
２
２
６
・
４
５
９
３

・
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
の
教
員
…

☎
０
２
７
・
２
２
６
・
４
５
９
７

催

　し

県
花
品
評
会
（
春
季
）

日・
４
月
24
日
㈬
　
午
後
３
時
〜
５
時

・
４
月
25
日
㈭
　
午
前
９
時
〜
午
後
２
時

所
　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

内
　
県
内
で
生
産
さ
れ
た
バ
ラ
な
ど
の
切

り
花
類
や
鉢
物
類
の
展
示
・
販
売
、
生
産

者
に
よ
る
直
売

・
生
産
者
に
よ
る
直
売
…
24
日
、
25
日
の

11
時
か
ら
商
品
終
了
ま
で

・
展
示
品
の
販
売
…
25
日
の
２
時
か
ら
展

示
品
終
了
ま
で

￥
　
無
料

問
　
県
庁
蚕
糸
園
芸
課
（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
３
１
２
６
）

林
業
試
験
場
樹
木
園

　
春
の
一

般
公
開

日
　
４
月
27
日
㈯
　
午
前
９
時
30
分
〜
午

後
３
時

所
　
県
林
業
試
験
場
（
榛
東
村
新
井
）

内
　
樹
木
園
で
、
約
千
株
の
ツ
ツ
ジ
と
新

緑
が
楽
し
め
ま
す

￥
　
無
料

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
会
場
に
直

問
　
県
林
業
試
験
場
（
☎
０
２
７
・
３

７
３
・
２
３
０
０
）

咲き誇るツツジ

入場料 全席自由（当日券だけ）一般＝1,500円、小・中学生＝500円※小学生未満は無料
問  群馬ダイヤモンドペガサス
     ☎ 027-386-6088    HP  http://d-pegasus.com/

日程 開始時刻 会場 対戦相手
４月１０日㈬

午後1時
城南野球場 福島レッドホープス

４月１２日㈮ 栃木ゴールデンブレーブス
４月１４日㈰ 伊勢崎市野球場 新潟アルビレックスBC
４月１９日㈮ 前橋市民球場 福井ミラクルエレファンツ
４月２７日㈯ 午後6時 前橋市民球場 新潟アルビレックスBC
４月２９日㈪

午後1時 城南野球場
福島レッドホープス

５月　１日㈬ 石川ミリオンスターズ
５月　５日㈰ 福島レッドホープス

日程 開始時刻 対戦相手

４月２６日㈮ 午後7時 ガンバ大阪Ｕ -23

日程 開始時刻 対戦相手

４月１３日㈯ 午後5時
仙台89ERS

４月１４日㈰ 午後1時

群馬交響楽団定期演奏会情報

４月12日／彩りと歴史感じて藤岡めぐり
４月19日／館林市　４月26日／昭和村

　群馬の宣伝部長ぐんまちゃん、宣伝部員のタイムマシーン
３号とフレッシュな女性部員が県内各地を巡り、知る人ぞ知
る地域の魅力を、群馬県の魅力として県内外に紹介します。

問 県庁広報課　☎027-226-2167

毎週金曜日 午後７時３０分
（再放送） 日曜日　午前９時３０分

問 県庁広報課　☎027-226-2162

４月10日㈬発売予定　定価３６０円（税込み）
販売場所：県庁県民センター、県内取扱書店

2019
APR

4
県政の話題 沼田特別支援学校の新校舎完成
か　お 落語で群馬をPR　林家つる子さん
特　集 写真で見る県政のあゆみ

ザスパクサツ群馬試合情報

群馬ダイヤモンドペガサス試合情報 群馬クレインサンダーズ試合情報

問  ザスパクサツ群馬
    ☎ 027-225-2350     HP http://www.thespa.co.jp/

正田醤油スタジアム群馬（前橋市敷島町）会　場

指定席＝2,900円　※自由席は席種などにより異なり
ます。詳しくはお問い合わせください
入場料

入場券販売場所 ベイシアワールドスポーツ西部モール店（伊勢
崎市宮子町）・前橋みなみモール店（前橋市新堀町）など

問  群馬プロバスケットボールコミッション
     ☎ 027-289-9562　HP  https://g-crane-thunders.jp/

入場料 席種などにより異なります。詳しくはお問い合わせください

入場券購入先 群馬クレインサンダーズホームページ

ヤマト市民体育館前橋（前橋市上佐鳥町）会 場

問 群馬交響楽団事務局
     ☎ 027-322-4316　HP http://www.gunkyo.com/

群馬音楽センター、チケットぴあ、群馬交響
楽団事務局（高崎市高松町）など
入場券販売場所

５月25日㈯期 日 開演時刻 午後６時45分（６時開場）
会 場 群馬音楽センター（高崎市高松町）

指揮：高
たか

関
せき

健
けん

、曲目：J.Sバッハ（マーラー編曲）／ J.Sバッ
ハの管弦楽作品による組曲、マーラー／ 交響曲 第7番 ホ短調 「夜
の歌」【マーラー新全集版】

内 容

入場料 Ｓ席＝4,600円、Ａ席＝4,100円、Ｂ席＝3,600円、
Ｃ席（自由席）＝2,100円

ぐんま広報　平成31年 4月 7日発行（7）
HPはぐんま広報ホームページ版をご覧ください（右図から読み取れます）

http://www.pref.gunma.jp/cate_list/ct00001205.html

県民リポーター自薦受け付け中！ 詳しくは県庁広報課まで（☎027-226-2171） 。リポーターの記事は県ホームページ（http://www.pref.gunma.jp/01/b2111261.html）でご覧になれます

美
術
館
・
博
物
館

な
ど
の
催
し

＊
印
の
施
設
で
は
、
障
害
者
手
帳
な
ど
を

お
持
ち
の
方
と
そ
の
介
護
者
（
１
人
）
は

無
料
で
す
。
証
明
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い

埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
　
最

新
情
報
展
「
古
代
の
装
身
具
」

日
　
５
月
12
日
㈰
ま
で
　
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

休
　
土
曜
日
、
祝
日

所
　
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
発
掘

情
報
館
（
渋
川
市
北
橘
町
）

内
　
高
価
な
素
材
に
き
め
細
や
か
な
細
工

が
施
さ
れ
た
古
代
の
装
身
具
を
展
示
し
ま
す

￥
　
無
料

問
　
☎
０
２
７
９
・
５
２
・
２
５
１
３

さまざまな素材で作られた古代の装身具

日
本
絹
の
里
企
画
展
「
草く

さ

乃の

し

ず
か 

日
本
刺し

繍し
ゅ
う

展 

〜
煌き

ら
め

く
絹

糸
の
旋
律
〜
」 

＊

日
　
４
月
12
日
㈮
〜
６
月
３
日
㈪

　
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時

休
　
火
曜
日
（
４
月
30
日
を
除
く
）

所
　
県
立
日
本
絹
の
里（
高
崎
市
金
古
町
）

内
　
情
感
あ
ふ
れ
る
豊
か
な
色
彩
表
現
で

知
ら
れ
る
日
本
刺
繍
作
家
・
草
乃
し
ず
か

に
よ
る
、
日
本
の
伝
統
模
様
や
歴
史
に
残

る
女
性
を
テ
ー
マ
に
し
た
振
り
袖
な
ど
の

作
品
を
展
示
し
ま
す

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
会
場
に
直

観
覧
料
　
一
般
＝
４
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

他
　
期
間
中
は
、
他
に
も
関
連
行
事
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
ま
た

は
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
・
３
７
３
・
７
７
２
１

自
然
史
博
物
館
企
画
展
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
い
つ
ま
で
も
美

し
く
豊
か
な
谷
川
連
峰
で
あ
り

続
け
る
た
め
に
」

日
　
４
月
14
日
㈰
　
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分

所
　
県
立
自
然
史
博
物
館（
富
岡
市
上
黒
岩
）

内
　
谷
川
連
峰
の
豊
か
な
自
然
を
次
世
代

に
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
、
私
た
ち
が
で

き
る
こ
と
に
つ
い
て
、
自
然
保
護
・
保
全

の
専
門
家
に
よ
る
討
論
会
を
行
い
ま
す

講
師

　
日
本
自
然
保
護
協
会
、
み
な
か
み

町
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
推
進
課
、
谷
川

岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
の
職
員

定
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

￥
　
無
料

申
し
込
み
方
法

　
☎

申
・
問

　
☎
０
２
７
４
・
６
０
・
１
２
０
０

近
代
美
術
館
企
画
展
示
「
く
ま

の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
™
展
」 

＊

日
　
４
月
20
日
㈯
〜
６
月
23
日
㈰
　
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30

分
ま
で
）

休
　
月
曜
日
（
４
月
29
日
、
５
月
６
日
を

除
く
）、
５
月
７
日
㈫

所
　
県
立
近
代
美
術
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内
　
イ
ギ
リ
ス
を
代
表
す
る
児
童
文
学「
パ

デ
ィ
ン
ト
ン
」
シ
リ
ー
ズ
の
世
界
を
紹
介

し
ま
す
。
児
童
書
の
挿
絵
で
有
名
な
ペ

ギ
ー
・
フ
ォ
ー
ト
ナ
ム
な
ど
、
各
作
家
に

よ
る
絵
本
・
漫
画
の
原
画
や
世
界
中
で
出

版
さ
れ
た
書
籍
の
他
、
作
者
で
あ
る
マ
イ

ケ
ル
・
ボ
ン
ド
の
仕
事
道
具
や
貴
重
な
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
な
ど
を
展
示
し
ま
す

観
覧
料
　
一
般
＝
８
２
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
４
１
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問
　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
６
０

R.W.アリー画 絵本『パディントンのにわづくり』の
表紙原画（部分）、2002年 Illustrated by R.W.Alley 
Illustrations copyright © R.W. Alley 2019 

館
林
美
術
館
企
画
展
示
「
熊く

ま

谷が
い

守も
り

一か
ず

　
い
の
ち
を
見
つ
め
て
」 

＊

日
　
４
月
20
日
㈯
〜
６
月
23
日
㈰
　
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30

分
ま
で
）

休
　
月
曜
日
（
４
月
29
日
、
５
月
６
日
を

除
く
）、
５
月
７
日
㈫

所
　
県
立
館
林
美
術
館（
館
林
市
日
向
町
）

内
　
熊
谷
守
一
は
戦
後
、
フ
ラ
ッ
ト
な
色

面
と
輪
郭
線
を
特
徴
と
す
る
「
モ
リ
カ
ズ

様
式
」
と
い
う
画
法
を
確
立
し
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
花
、
猫
、
鳥
、
虫
な
ど
の
愛

ら
し
い
作
品
を
一
堂
に
集
め
、
小
さ
な
命

を
見
つ
め
る
画
家
の
ま
な
ざ
し
と
造
形
性

に
注
目
し
、
そ
の
魅
力
に
迫
り
ま
す

観
覧
料

　
一
般
＝
８
２
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
４
１
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問
　
☎
０
２
７
６
・
７
２
・
８
１
８
８

《くろ猫》1962年

ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
季
節
展
「
虫

た
ち
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
！

初
夏
編
」 

＊

日
　
４
月
25
日
㈭
〜
６
月
30
日
㈰
　
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入
園
は
４
時
30

分
ま
で
）

休
　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

所
　
県
立
ぐ
ん
ま
昆
虫
の
森
（
桐
生
市
新

里
町
）

内
　
葉
を
食
べ
て
育
つ
さ
ま
ざ
ま
な
イ
モ

ム
シ
や
、
長
い
立
派
な
触
角
を
持
つ
カ
ミ

キ
リ
ム
シ
、
水
辺
に
舞
う
ホ
タ
ル
な
ど
、

初
夏
な
ら
で
は
の
昆
虫
た
ち
を
紹
介
し
ま
すシロスジカミキリ

入
園
料

　
一
般
＝
４
１
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問
　
☎
０
２
７
７
・
７
４
・
６
４
４
１

歴
史
博
物
館
企
画
展
「
大
新
田

氏
展
」 

＊

日
　
４
月
27
日
㈯
〜
６
月
16
日
㈰
　
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30

分
ま
で
）

休
　
月
曜
日
（
４
月
29
日
、
５
月
６
日
を

除
く
）、
５
月
７
日
㈫

所
　
県
立
歴
史
博
物
館（
高
崎
市
綿
貫
町
）

内
　
県
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
中
世
の
武

将
・
新に

っ

田た

義よ
し

貞さ
だ

を
中
心
と
し
た
展
示
を
行

い
ま
す

観
覧
料
　
一
般
＝
６
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

問
　
☎
０
２
７
・
３
４
６
・
５
５
２
２

国宝 赤糸威鎧（櫛引八幡宮蔵）

振り袖「紫式部に寄せて」
撮影：中村淳

関
連
行
事

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

日
　
４
月
12
日
㈮
、
21
日
㈰
、
５
月
18
日

㈯
　
午
前
11
時
30
分
〜
正
午

内
　
会
場
内
を
移
動
し
な
が
ら
解
説
し
ま
す

講
師
　
草
乃
し
ず
か
（
日
本
刺
繍
作
家
）

￥
　
無
料

※
観
覧
料
が
か
か
り
ま
す

申
し
込
み
方
法

　
当
日
、
会
場
に
直

観
覧
料

　
一
般
＝
４
０
０
円
、
大
学
・
高

校
生
＝
２
５
０
円
、
中
学
生
以
下
＝
無
料

他
　
期
間
中
は
、
他
に
も
関
連
行
事
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
チ
ラ
シ
ま
た

は
HP
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
　
☎
０
２
７
・
３
６
０
・
６
３
０
０

土
屋
文
明
記
念
文
学
館
企
画
展

「
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
の
夜
明
け

―
江え

戸ど

川が
わ

乱ら
ん

歩ぽ

、
横よ

こ

溝み
ぞ

正せ
い

史し

、

渡わ
た

辺な
べ

啓け
い

助す
け

、
渡わ

た

辺な
べ

温お
ん

―
」 

＊

日
　
４
月
13
日
㈯
〜
６
月
９
日
㈰
　
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時
30

分
ま
で
）

休
　
火
曜
日
（
４
月
30
日
を
除
く
）

所
　
県
立
土
屋
文
明
記
念
文
学
館
（
高
崎

市
保
渡
田
町
）

内
　
日
本
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
黎れ

い

明め
い

期
の
雑

誌
「
新
青
年
」
と
、
そ
こ
か
ら
登
場
し
た

江
戸
川
乱
歩
や
横
溝
正
史
の
世
界
に
迫
る

と
と
も
に
、
渋
川
市
ゆ
か
り
の
作
家
・
渡

辺
啓
助
と
弟
・
温
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す

関
連
行
事

【
謎
解
き
ラ
リ
ー「
謎
解
き 

in 

文
学
館
」】

日
　
会
期
中
毎
日

内
　
県
立
高
崎
高
校
文
芸
部
と
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
た
謎
解
き
ラ
リ
ー
。
受
付
で
配
布

す
る
問
題
を
持
っ
て
館
内
外
を
巡
り
、
謎
を

解
き
ま
す

￥
　
無
料

34群馬の魅力 再発見！ぐ
んま
ちゃんの

　群馬県には大地の公園と呼ばれるジオパークが二つあります。
　「下仁田ジオパーク」は、日本列島の大地の動きを学べる地域とし
て、県外からも学生が教育旅行で訪れる場所です。根なし山と呼ばれ
る山々は、山の上部と下部の地層が異なる山で、元の地層の上に別の
地層が移動してきて、河川によって削られてできました。妙義山や荒
船風穴なども、下仁田ジオパークのジオサイト（ジオパークの見どこ
ろ）を構成しています。
　また嬬恋村・長野原町に広がる「浅間山北麓ジオパーク」は、地震
や火山が多い国に住む私たちに
とって学ぶことが多い場所です。
浅間山の噴火により流下した溶
岩が観察できる鬼押出し園、土
石なだれで残った鎌

かん

原
ばら

観音堂、 
溶岩樹形などの他、絶景の吾妻
峡、レンゲツツジ群落などの名
所もたくさんあります。
　ジオパークで、私たちが住む
大地のエネルギーを存分に感
じてみてはいかがでしょうか。
問 県庁広報課　☎027-897-2695

大地のエネルギーを感じるジオパーク

下仁田ジオパークで大地の動きを学ぶ小学生


